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現在

ホスピ
タリティ
社会

２２世紀の「ホスピ
タリティ社会」の実
現に向けて、土木技
術に期待されること
はなにか？



従来：
不均等、不規則性＝「リスク」

22世紀：
時間的・空間的多様性＝「資源」

反転

治水と交通のパラダイムシフト



パラダイムシフトー１：柔らかい川とのつきあい方

パラダイムシフトー２：柔らかい交通



【22世紀】
ソフトの柔軟化と
環境の多様化

・空間的、時間的に多様で豊かな
環境と景観
・それぞれの場所的価値のシェア
・脱中心化とホスピタリティ社会

【これまで】
ハードの規格化と
空間の等質化

・時間的、空間的多様性の再生
・高度制御による流域総合治水
マネジメント
・将来の気候変動に耐える強靭な
国土の形成

地
域
経
営

治
水

・多様な場所性の享受
・自動運転による豊かな体験
・リアルなコトの交換
・自由な移動

交
通

・均質で平等な土地条件
・時間的多様性の低減
・安定社会の追求

・河川による水の流下
・一律的な浸水確率の低減
・土地の質の標準化

・派生需要としての移動
・アクセス性の標準化

・中心化と
地域間格
差の形成
・観光偏向
地域生活
の疲弊

・気候変動
と将来の
リスク
・土地管理
問題

・ストロー
現象とイ
ンフラの
一斉老化
・交通弱者
の課題

課題

柔らかい川とのつきあい方

柔らかい交通

柔らかい地域経営
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淀川水系･三川合流地点の水害の脅威
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淀川中流域の歴史的風土 ー氾濫原の豊かさ の再生へ



柔らかい川とのつきあい方
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旧巨椋池（久御山地区）の再生と洪水調整システム





(H)- (V) 

10,500m3/s
→12,000m3/s

下流（淀川）の
洪水リスク低減効果
（旧巨椋池：久御山地区）



八幡における洪水調整システム



柔らかい交通

PCU





流域を、
柔らかく
住みこなす
未来



エコロジカルコモンズによる「柔らかい地域経営」





歴史的風土 失われた豊かな生態系と文化景観



歴史的風土 歴史的な文化揺籃の地



エコロジカルコモンズによる「柔らかい地域経営」
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「柔らかい地域経営」
～三川合流地点におけるケーススタディの提案～

コンセプト 基盤と拠点 治水 生態系 農林業 漁業 居住 観光 アクティビ
ティ

モビリティ
／アクセス

流域の柔ら
かい住みこ
なし

基盤：
エコロジカ
ルコモンズ

リング
内水貯留
(100年確率)
＋外水貯留

エコロジカ
ルネット
ワークの主
骨格として
の湿地と樹
林

稲作、畑作
（有機農業、
無農薬農業
によるブラ
ンド化と自
動管理化）

巨椋池や八
幡池から産
卵に来るフ
ナ、川釣り

田園都市の
グリーンベ
ルト、

健康のため
のウォーキ
ングパス、
自然を生か
した観光全
般のフィー
ルド

ウォーキン
グ、乗馬、
サイクリン
グ、自然観
察、散策、
グランピン
グ

拠点イン
ターを起点
とした乗合
タクシーと
パーソナル
モビリティ、
馬、自転車
などによる、
移動目的に
合わせた
シームレス
なモビリ
ティとアク
セス

ネットワーク
日常的雨水
の貯留・浸
透

エコロジカ
ルネット
ワークの回
廊や飛び石

コミュニ
ティ菜園 ー

良好な環境
の職住混在
地域の創出

ゲストハウ
ス、農業国
際実習生等
のホームス
テイ

コミュニ
ティ広場で
の住民間交
流

拠点：
リージョン
ベース

巨椋池環境
循環ビレッジ

内水貯留
(100年確率)
＋外水貯留

樹林から湿
原までのエ
コトーンの
創出による
水辺植物、
鳥類、魚類
の多様性の
創出

葦、蓮根、
稲作、畑作
（京野菜）、
平地林業、
用水供給 コイ、フナ、

ナマズ、ウ
ナギ、タニ
シ、シジミ
など

スマート
ボートハウ
ス、水辺生
活、シェア
居住

蓮花、葦、
釣り、淡水
魚介料理、
茅葺建築

釣り、宿泊、
葦工芸、廻
船、水泳

八幡水郷文化
シティ

内水貯留
(100年確率)
＋外水貯留

葦、稲作、
畑作、茶畑、
ジビエ

鳥羽離宮の
ような水辺
生活拠点、

石清水八幡
宮と合わせ
た歴史文化
観光
歴史的建築
群

舟遊び、釣
り、宿泊、
八幡宮参拝、
桜見

城陽健康医療
キャンパス

内水貯留
(30年確率)

茶畑、稲作、
畑作 ー

多機能生活
支援サービ
ス住居地域
高齢者施設

拠点とコモ
ンズを
フィールド
とした医療
健康観光

医療、リハ
ビリ、動物
ウェルフェ
ア、ホース
セラピー




